
  

 

 
  

（水の沸点）についての補足説明 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

状態変化② ～熱・光・音～ 20 

 

塾技 

 

水は，私達のくらしている地表近く（標高０m）では 100℃で沸
ふっ

とうし始める

が，気圧の低い場所では 100℃より低い温度で沸とうする。例えば，富士山の山

頂（標高 3776m）では，約 88℃で沸とうする。 

水が沸とうするのは，水中から発生する水蒸気のあわが大気の圧力（大気圧）

によってつぶされずに次々と水面から飛び出していく状態で，これが地表にか

かる気圧である 1気圧（1013ヘクトパスカル）のときは 100℃となるのである。 

つまり，水面にかかる気圧が 1気圧より高くなると，沸点は 100℃より高くなり，

水面にかかる気圧が 1気圧より低くなると，沸点は 100℃より低くなる。イメー

ジとしては，気圧が低い，すなわち空気に押さえつけられる力が弱いと，水の

小さな粒（水の分子という）もそれだけ水面から飛び出しやすくなるのである。 

 

塾技解説 

問題



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （聖光学院中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）   （あ）：0，（い）：100 

 

 

（2）富士山の標高（3776m）は，マッターホルン山脈の標高（4478m）より低いので，沸点は，86℃

よりは高く，100℃よりは低いとわかる。よって，最も適する記号はエと考えられる。 

 エ 

 

 

（3）ご飯を炊
た

く容器内の圧力を上げて，沸点を高くすればよい。 

     例：ご飯を炊く釜
かま

のふたの上に重い石などをのせ，容器内の圧力を高くして炊く。 

     例：ご飯を炊く道具として圧力釜を用いて，容器内の圧力を高くして炊く。 

解答・解説 

答

え 

答 

答

え 


